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は
じ
め
に

戦
国
時
代
に
実
在
し
た
女
性
で
あ
る
淀
君
を
、
重
要
な
登
場
人
物
と
す
る
歌
舞
伎
作
品
に
、
坪

内
逍
遥
原
作
の『
桐
一
葉
』と『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』が
あ
る
。
淀
君
と
い
う
呼
称
も
、
こ
れ
ら
が
繰

り
返
し
上
演
さ
れ
た
時
期
に
定
着
し
た
。 

『
桐
一
葉
』は
明
治
二
七
年『
早
稲
田
文
学
』に
発
表
さ
れ
、
明
治
三
七
年
、
東
京
座
で
初
演
を

迎
え
た
。
六
幕
十
六
場
（初
稿
読
本
で
は
七
段
十
五
場
）の
構
成
で
、
方
広
寺
鐘
銘
事
件
後
、
片
桐

且
元
が
豊
臣
家
安
泰
の
策
と
し
て
三
か
条
を
持
ち
出
し
た
こ
と
で
、
猜
疑
心
の
強
い
淀
君
の
怒
り

を
買
い
、
大
野
治
長
親
子
ら
に
狙
わ
れ
、
木
村
重
成
に
後
を
託
し
て
大
坂
城
を
退
去
す
る
ま
で
を
、

父
思
い
だ
が
浅
薄
な
且
元
の
娘
蜻
蛉
、
蜻
蛉
に
懸
想
す
る
銀
之
丞
と
彼
に
甘
い
母
正
栄
尼
、
愚
直

な
石
川
貞
政
な
ど
を
織
り
交
ぜ
、
統
制
を
欠
い
た
大
坂
方
の
群
像
劇
と
し
て
描
く
。「
桐
一
葉
」は

且
元
の
言
と
豊
臣
家
の
五
七
の
桐
に
因
む
と
考
え
ら
れ
る
。『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』は
明
治
三
〇
年
、

『
新
小
説
』に『
桐
一
葉
』の
続
編
と
し
て
発
表
さ
れ
、
明
治
三
八
年
に
大
阪
角
座
で
初
演
を
迎
え
た
。

三
幕
六
場
か
ら
成
り
、
大
坂
夏
の
陣
の
千
姫
脱
出
か
ら
且
元
の
死
ま
で
を
描
く
。
血
を
吐
い
て
死

ぬ「
沓
手
鳥
」が
且
元
を
、「
孤
城
落
月
」が
淀
君
を
指
す
。『
桐
一
葉
』よ
り
も
性
格
が
先
鋭
化
し
た

淀
君
が
発
狂
へと
至
る「
糒
庫
」の
幕
が
評
判
を
呼
ん
だ
。
逍
遥
の
戯
曲
の
な
か
で
は
、『
沓
手
鳥
孤

城
落
月
』の
上
演
回
数
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
点
が『
桐
一
葉
』で
あ
る

1)

。『
桐
一
葉
』も
、
大
正
一

四
年
の
ラ
ジ
オ
本
放
送
初
日
に
愛
宕
山
放
送
局
か
ら
放
送
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
化
的
影
響
力
の

大
き
さ
を
う
か
が
い
知
れ
る

2)

。 
淀
君
像
の
変
容
お
よ
び
逍
遥
の
史
劇
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
ま
ず
歴
史
学
者
の
福
田
千
鶴

が
、
逍
遥
の
戯
曲
上
演
を
契
機
に
、
富
国
強
兵
策
と
い
う
政
治
的
背
景
に
よ
っ
て
、
淀
君
は
江
戸
時

代
的
な
悪
女
よ
り
も
近
代
的
な「
強
い
女
性
」と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
論
じ
た

3)

。
福
田
は
、
国
学

者
天
野
信
景
や
上
田
秋
成
の
著
作
に
み
ら
れ
る
、「
荒
淫
」や
美
貌
で
豊
臣
家
を
破
滅
に
導
い
た
悪

要旨 

豊臣家の終幕を描いて多大な人気を博した坪内逍遥(1859-1935)の史劇『桐一葉』と

『沓手鳥孤城落月』で注目すべきは、かつてない複雑な性格描写がなされた淀君であ

る。本稿は江戸期の歌舞伎と当時の歴史学の状況を踏まえつつ、逍遥の論考などをも

とにその史劇観を再考することで、明治という新時代における「史実」と芝居の魅力の追

求、従来の英雄史観からの脱却と近代的な文学理論の実践が、淀君表象に結実して

いたことを明らかにした。 

abstract 

Kiri Hitoha and Hototogisu Kojō no Rakugetsu depict the downfall of the 
Toyotomi family. Tsubouchi Shōyō (1859-1935), the original author of these 
historical dramas, notably presents a more complex portrayal of Yodogimi than 
ever before. This paper reconsiders the perspective on historical dramas by 
delving into Shōyō’s writing, considering the context of Edo period kabuki and 
the historiography at that time. The outcome was a clear revelation: by 
harmonizing “historical facts” of the emerging Meiji period and the dramatic 
allure of “Shibai”, there emerged a departure from conventional heroic history. 
This departure, coupled with the application of modern literary theory, 
culminated in the portrayal of Yodogimi. 
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女
淀
君
像
の
転
換
点
と
し
て
逍
遥
の
戯
曲
を
位
置
付
け
た
が
、
あ
く
ま
で
一
過
性
の
現
象
と
結
論

し
た
。
文
学
研
究
者
の
網
野
可
苗
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、『
絵
本
太
閤
記
』を
悪
女
淀
君
像
の
集
大
成

と
し
、
逍
遥
の
戯
曲
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。『
絵
本
太
閤
記
』の
淀
君
は
、
石
田
三
成
と
共
謀
し
て
豊

臣
秀
次
を
陥
れ
、
朝
鮮
出
兵
で
も
暗
躍
、
北
政
所
や
他
の
側
室
へは
対
抗
心
を
燃
や
し
、
美
貌
の
た

め
な
ら
自
分
の
太
も
も
を
容
易
く
削
い
で
み
せ
る
。
網
野
は
、
逍
遥
は
こ
う
し
た
過
激
な
毒
婦
で
は

な
く
人
間
と
し
て
の
淀
君
を
描
い
た
も
の
の
、
明
治
期
に
活
字
出
版
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
講
談
本

や
実
録
で
の
悪
女
像
に
圧
倒
さ
れ
、
定
着
し
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
た

4)

。
こ
れ
ら
に
対
し
嶋
津
麻

穂
は
、
逍
遥
が
複
雑
な
人
間
と
し
て
の
淀
君
を
書
き
、
歌
舞
伎
役
者
の
五
代
目
中
村
歌
右
衛
門
が

雄
々
し
さ
と
気
品
、
近
代
的
な「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」の
概
念
を
導
入
し
て
演
じ
た
こ
と
、
そ
の
背
景
に
は

日
本
の
近
代
化
を
思
考
す
る
知
識
人
や
新
た
な
女
形
芸
の
創
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た

5)

。
た

だ
し
こ
の
研
究
で
は
、
逍
遥
に
つ
い
て
の
考
察
が
不
十
分
で
、『
桐
一
葉
』
執
筆
ま
で
の
経
緯
の
整
理

と
大
ま
か
な
作
品
分
析
に
留
ま
っ
て
い
る
。 

芸
術
は
実
益
に
通
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
『
小
説
神
髄
』で
の
逍
遥
の
主
張

6)

を
考
慮
す
る

と
、『
桐
一
葉
』『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
政
治
的
な
文
脈
よ
り
も
彼
の
芸
術

理
念
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
既
述
の
よ
う
な
影
響
力
の
あ
っ
た
逍
遥
の
戯
曲
が
、
講
談

本
類
に
圧
倒
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
し
て
淀
君
を「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
と
解
釈
し
た
言
説
は
、

『
桐
一
葉
』初
演
時
に
淀
君
役
で
あ
っ
た
歌
右
衛
門
（当
時
は
五
代
目
芝
翫
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
初

出
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
彼
が
別
作
品
で
淀
君
を
演
じ
た
際
の
反
響
は
少
な
か
っ
た

7)

。
こ

の
こ
と
は
逍
遥
の
淀
君
の
新
規
性
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

文
学
研
究
と
歌
舞
伎
研
究
で
は
、『
桐
一
葉
』『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』の
淀
君
に
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

か
ら
の
影
響
が
多
数
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
森
鴎
外
と
さ
れ
る
匿
名
の
論
者
が
ポ
ロ
ニ
ユ
ス
と
の
類
似

を
、
英
文
学
研
究
の
大
島
芳
材
が
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
と
の
類
似
を
、
近
年
で
は
歌
舞
伎
研
究
の
金
智
慧

が
リ
ア
王
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る

8)

。
ま
た
、
逍
遥
の
弟
子
の
日
高
只
一
や
英
文
学
研
究
の
本

間
久
雄
、
文
学
研
究
の
中
村
完
が
、
逍
遥
の
史
劇
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
の
関
連
を
論
じ
て
き
た

9)

。 

本
論
文
で
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
作
品
と
の
比
較
で
は
な
く
、
在
来
の
文
芸
や
歌
舞
伎
と
比
較
し
、

逍
遥
の
論
考
な
ど
も
用
い
て
、『
桐
一
葉
』『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』お
よ
び
淀
君
像
の
新
規
性
と
江
戸

時
代
か
ら
の
連
続
性
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
両
作
品
は
劇
形
式
な
ど
が
異
な
る
が
、

逍
遥
は
主
題
や
人
物
の
性
格
を
一
貫
さ
せ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
併
用
す
る
。『
桐
一
葉
』が
発

表
さ
れ
た
明
治
二
〇
年
代
が
、
歴
史
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
時
期
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
、
文
学

者
で
あ
る
逍
遥
が
歴
史
を
題
材
と
し
た
劇
作
品
や
小
説
な
ど
の
芸
術
（以
下
、「
歴
史
芸
術
」
）
を

ど
の
よ
う
に
構
想
し
た
の
か
も
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
逍
遥
の
描
き
出
し
た
淀

君
を
具
体
的
に
検
討
し
、
そ
れ
が
一
般
の
淀
君
像
の
変
容
に
与
え
た
影
響
も
論
じ
る
こ
と
で
、
明

治
と
い
う
新
し
い
時
代
に
、
文
学
と
史
実
の
あ
い
だ
で
揺
れ
動
き
な
が
ら
史
劇
を
執
筆
し
た
逍
遥
の
、

創
意
と
限
界
を
考
察
し
て
い
く
。 

一
、
坪
内
逍
遥
の
史
劇
に
お
け
る
史
実
の
位
置

(

一-

一)

、
史
実
と
歌
舞
伎
の
演
出
の
両
立

明
治
二
六
年
、
逍
遥
は「
我
が
邦
の
史
劇
」と
題
し
た
長
編
論
文
を
発
表
し
、
活
歴
劇
批
判
を
展

開
し
た
10)

。「
我
が
邦
の
史
劇
」で
は
、
史
実
を
無
視
し
た
荒
唐
無
稽
な
時
代
物
を
指
弾
す
る
一
方
、

過
剰
な
史
実
尊
重
の
史
劇
に
対
し
て
も「
非
演
劇
的
」「
非
詩
歌
的
」と
批
判
を
く
わ
え
、
依
田
学

海
の
高
尚
な
史
劇
は
庶
民
の
娯
楽
か
ら
は
遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
11)

。『
小
説
神
髄
』で
、

小
説
の
目
的
を
読
者
の
快
楽
と
説
い
た
12)

逍
遥
か
ら
す
れ
ば
、
芝
居
が
娯
楽
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と

は
、
そ
の
芸
術
性
を
失
う
こ
と
に
も
直
結
し
た
。 

過
剰
な
史
実
尊
重
が
芝
居
の
魅
力
を
損
な
わ
せ
て
い
る
と
考
え
る
逍
遥
の
史
劇
を
考
察
す
る
に

あ
た
り
、
興
味
深
い
の
が
大
橋
崇
行
の
考
察
で
あ
る
。
文
学
研
究
者
で
小
説
家
で
も
あ
る
大
橋
は
、

事
実
と
虚
構
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
た
歴
史
物
語
で
の
、
時
代
考
証
の
位
相
を
分
析
し
、
様
式
化
さ
れ

た
虚
構
が
娯
楽
と
し
て
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
13)

。
こ
の
視
座
を
逍
遥
の
史
劇
に
も
援

用
し
て
み
た
い
。 

逍
遥
は
、『
逍
遥
選
集 

第
一
巻
』の『
桐
一
葉
』序
文
14)

で
、
治
長
の
弟
で
あ
る
道
軒
を
治
長
の
父

に
設
定
し
た
理
由
を
、
史
実
と
の
相
違
を
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
広
く
知
ら
れ
た
伝
承
に
則
る
た

め
で
あ
っ
た
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
創
意
の
好
例
と
し
て
、『
桐
一
葉
』に
挿
入
さ
れ
た
架
空

の
人
物
、
蜻
蛉
に
注
目
し
た
い
。
筆
者
は
、
蜻
蛉
に
は
歌
舞
伎
の
時
姫
か
ら
の
影
響
が
う
か
が
え
る

と
考
え
る
。
時
姫
が
登
場
す
る『
近
江
源
氏
先
陣
館
』
（近
松
半
二
ら
作
、
明
和
六
年
、
浄
瑠
璃
で

初
演
）と
そ
の
続
編『
鎌
倉
三
代
記
』は
、
大
坂
の
陣
に
取
材
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
作
品
群
を
大
坂

軍
記
物
と
い
う
15)

。
大
坂
軍
記
物
は
、
江
戸
時
代
中
は
徳
川
家
に
憚
っ
て
、
秀
吉
亡
き
後
の
徳
川
と

豊
臣
の
対
立
を
、
源
頼
朝
没
後
の
鎌
倉
に
仮
託
す
る
な
ど
の
対
処
が
取
ら
れ
た
。
時
姫
（千
姫
）は

北
条
時
政
（徳
川
家
康
）の
娘
で
、
三
浦
之
助
（木
村
重
成
）と
の
婚
姻
関
係
に
あ
り
、『
鎌
倉
三
代

記
』で
は
、
時
姫
は
三
浦
之
助
か
ら
時
政
を
討
つ
よ
う
に
言
わ
れ
、
父
と
夫
の
板
挟
み
に
な
っ
て
葛

藤
す
る
。
時
代
物
狂
言
の「
三
姫
」に
も
数
え
ら
れ
る
権
威
的
な
難
役
で
あ
る
。『
桐
一
葉
』の
蜻
蛉

は
且
元
の
娘
で
、
重
成
の
許
嫁
で
あ
り
、
徳
川
方
への
内
通
が
疑
わ
れ
る
父
を
助
け
よ
う
と
し
て
淀
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君
ら
に
疑
わ
れ
、
葛
藤
の
末
に
自
害
す
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
は
立
場
や
役
の
内
容
が
似
通
っ
て
い

る
。
演
劇
評
論
家
で
劇
作
家
で
も
あ
る
伊
原
敏
郎
の
回
想
に
よ
る
と
、
の
ち
に
淀
君
を
当
た
り
役

と
し
た
歌
右
衛
門
は
、
当
初
は
こ
の
蜻
蛉
を
演
じ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
と
い
う
16)

。
当
時
、
歌

右
衛
門
は
す
で
に
時
姫
を
演
じ
た
経
験
17)

が
あ
り
、
回
想
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
時
姫
と
蜻
蛉
の
共

通
性
を
裏
付
け
る
証
左
と
い
え
よ
う
。 

逍
遥
は
時
姫
を
千
姫
で
は
な
く
蜻
蛉
へ変
換
し
た
。
史
実
の
千
姫
は
重
成
の
許
嫁
や
妻
で
は
あ

り
え
な
い
た
め
、
時
姫
を
連
想
さ
せ
る
蜻
蛉
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
歌
舞
伎
の
様
式
を
踏
襲
し
た

演
出
を
外
形
的
に
残
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
、
蜻
蛉
は
時
姫
と
同
様
に
重
成

の
許
嫁
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
逍
遥
は
史
実
と
両
立
す
る
形
で
歌
舞
伎
の
様
式
化
さ
れ
た
虚
構
を
随

所
に
採
用
し
、
人
び
と
の
娯
楽
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
企
図
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

一-

二)

、「
忠
孝
」の
英
雄
か
ら
の
離
反
と
境
遇
悲
劇

前
述
の
よ
う
に
、
逍
遥
は
史
実
と
歌
舞
伎
の
演
出
と
の
両
立
を
試
み
て
い
る
が
、
劇
の
主
題
に
関

し
て
は
刷
新
を
図
っ
た
。
彼
は
芝
居
の
娯
楽
と
し
て
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た「
忠
孝
」を
排
除
し
て
い

る
。
た
と
え
ば『
桐
一
葉
』と『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』で
は
、
大
坂
軍
記
物
で
重
要
な
役
と
な
る
真
田

幸
村
が
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
。
幸
村
に
関
し
て
は
、
道
徳
的
規
範
と
し
て
称
揚
さ
れ
た
楠
木
正
成

と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
18)

、
た
し
か
に
武
勇
と
智
謀
、
既
存
の
身
分
秩
序
外
の
立
場
、
主
君

へ
の「
忠
」、
息
子
の「
孝
」な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。『
小
説
神
髄
』で
滝
沢
馬
琴
を「
仁
義
忠
孝
の
化

け
物
」と
評
し
た
逍
遥
は
、
幸
村
を
描
か
な
か
っ
た
。 

逍
遥
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
は
も
と
も
と
馬
琴
の
崇
拝
者
で
あ
り
、
明
治
一
〇
年
代
に
は
、
豊

臣
方
への
同
情
を
寄
せ
る
な
か
で
幸
村
の
落
胤
を
主
人
公
と
し
た
散
文
を
書
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
だ
。
し
か
し
河
竹
黙
阿
弥
原
作
で
九
代
目
市
川
団
十
郎
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
幸
村
の
討
ち
死

に
を
見
物
し
、
こ
れ
に
尻
込
み
す
る
形
で
幸
村
の
描
写
を
断
念
し
た
と
い
う
19)

。
た
だ
し
、
こ
の
回

想
は
大
正
期
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
と
は
逍
遥
の
心
境
に
変
化
が
あ
っ
た
。

大
ま
か
な
英
雄
の
演
技
を
得
意
と
し
た
団
十
郎
と
史
実
重
視
の
活
歴
劇
に
対
す
る
反
動
の
熱
は

明
治
三
〇
年
代
後
半
か
ら
冷
め
て
い
た
と
い
う
20)

。
そ
の
た
め
こ
の
回
想
で
述
べ
ら
れ
る
幸
村
排
除

の
経
緯
は
そ
の
一
端
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
大
坂
夏
の
陣
を
舞
台
と
す
る『
沓
手

鳥
孤
城
落
月
』に
お
い
て
、
幸
村
の
子
大
助
ま
で
も
が
省
か
れ
て
い
る
点
を
説
明
で
き
な
い
。 

人
形
浄
瑠
璃
の
作
品
で
歌
舞
伎
で
も
上
演
さ
れ
る『
近
江
源
氏
先
陣
館
』で
は
、
時
政
（家
康
）の

前
で
佐
々
木
高
綱
（幸
村
）の
首
実
検
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
別
人
の
首
で
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
も
、

父
の
意
を
汲
ん
で
自
害
す
る
小
四
郎
（大
助
）と
そ
れ
を
見
た
盛
綱
（信
之
）が
時
政
へ虚
偽
の
申
告

を
す
る「
盛
綱
陣
屋
」が
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
頼
山
陽『
日
本
外
史
』で
も
大
助
が
豊
臣

家
と
命
運
を
共
に
す
る
様
子
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
21)

。
楠
木
正
成
の
子
正
行
を
彷
彿
と
さ
せ
る
大

助
が
、
父
の
遺
志
を
継
い
で
大
坂
城
へ向
か
い
、
最
期
ま
で
秀
頼
に
付
き
従
っ
た
と
い
う
伝
説
は
広
く

共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
道
徳
評
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
説
く
逍
遥
は
、
幸
村
の
忠
孝
の
体
現

を
手
伝
う
大
助
を
登
場
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
、
金
智
慧
が
当
時
英
雄
表
象
と
し
て
活
歴
劇
で
は
切
腹
が
重
宝
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
22)

が
、『
桐
一
葉
』で
は
、
思
慮
深
い
真
の
忠
臣
片
桐
且
元
が
切
腹
せ
ず
、
終
始
軽
率
な

石
川
貞
政
が
切
腹
し
て
し
ま
う
と
い
う
転
倒
が
み
ら
れ
る
。
淀
君
の
夢
に
登
場
す
る
佐
々
成
政
も

切
腹
す
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
屈
辱
的
な
死
で
あ
る
。『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』で
も
、
最
期
ま
で

且
元
が
切
腹
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
逍
遥
の
史
劇
で
は
当
時
の
英
雄
観
や
そ
れ
に

関
わ
り
の
深
い「
忠
孝
」が
転
倒
し
て
い
る
。 

逍
遥
は『
桐
一
葉
』初
演
を
控
え
て
発
表
し
た『
都
新
聞
』
の
記
事
で
、「
周
囲
の
境
遇
が
片
桐
を

悲
劇
に
陥
ら
し
た
の
で
、
謂
は
ゆ
る
境
遇
悲
劇
な
の
だ
。
性
格
悲
劇
だ
と
花
や
か
で
テ
キ
パ
キ
す
る

が
、
片
桐
ハ
境
遇
悲
劇
で
、
即
ち
境
遇
の
為
め
に
ヂ
リ
〱
と
沈
ん
で
行
く
」23)

と
語
っ
て
お
り
、
こ
こ

か
ら
も
英
雄
的
で
華
々
し
い
大
き
な
演
技
を
得
意
と
し
た
団
十
郎
への
反
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
逍
遥
の
作
意
は
、
境
遇
そ
の
も
の
に
よ
る
悲
劇
、
多
く
の
人
び
と
の
因
果
が
絡
ま
っ
て
身
動
き
で

き
な
い
よ
う
な
状
況
を
描
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
人
の
悪
人
も
い
な
い
か
も
し
く
は
全
員
が

悪
人
で
、
英
雄
は
い
な
い
。『
桐
一
葉
』で
描
か
れ
る
大
坂
城
内
の
混
乱
は
、
逍
遥
が
述
べ
る
よ
う
に
、

例
え
淀
君
や
大
野
親
子
を
誅
殺
し
て
も
事
態
は
全
く
好
転
し
な
い
よ
う
な
状
況
で
、
そ
の
境
遇
の

な
か
で
は
個
人
は
何
の
力
も
発
揮
で
き
な
い
。
逍
遥
は
、
勝
海
舟
が
自
身
の
心
境
を
且
元
に
な
ぞ
ら

え
た
こ
と
を
例
示
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に「
境
遇
悲
劇
」を
解
説
し
て
い
る
24)

。 

つ
ま
り
逍
遥
は
、「
忠
孝
」の
英
雄
を
排
除
し
、
そ
の
代
わ
り
に「
境
遇
悲
劇
」と
い
う
主
題
を
用

意
し
た
の
で
あ
っ
た
。
逍
遥
の
史
劇
に
は
、
歌
舞
伎
に
定
番
の
演
出
を
外
形
的
に
残
す
と
同
時
に
、

そ
の
主
題
や
内
容
を
刷
新
し
よ
う
と
す
る
創
意
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

二
、
坪
内
逍
遥
の
史
劇
執
筆
の
背
景

(

二-

一)

、
逍
遥
と
当
時
の
史
学

先
述
し
た
逍
遥
の
芸
術
理
念
は
、
当
時
の
歴
史
学
を
牽
引
し
た
重
野
安
繹
や
久
米
邦
武
の
理
論

と
本
質
的
に
近
似
し
て
い
た
こ
と
が
、
文
学
研
究
の
兵
藤
裕
己
と
思
想
史
研
究
の
山
口
道
弘
に
よ

248
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内
逍
遥
の
史
劇
再
考
―
―
淀
君
表
象
を
め
ぐ
る
史
学
と
文
学
の
綯
い
交
ぜ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
25)

。
と
く
に
山
口
は
逍
遥
と
親
交
の
あ
っ
た
歴
史
学
者
三
上
参
次
の『
小
説

神
髄
』批
判
に
注
目
し
、
重
野
や
久
米
に
対
す
る
三
上
の
批
判
的
態
度
を
照
射
し
て
い
る
。 

明
治
二
二
年
六
月
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
史
科
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
翌
月
創
刊
の『
史
学
会

雑
誌
』で
は
、
中
立
的
な
実
証
史
学
が
提
唱
さ
れ
た
。
重
野
は
、
同
年
の
講
演「
史
学
に
従
事
す
る

者
は
其
心
至
公
至
平
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」26)

で
、
史
学
は
勧
懲
や
名
教
で
人
物
を
描
い
て
は
な
ら

な
い
と
し
、
英
雄
忠
臣
に
よ
る
歴
史
像
を
批
判
、
史
学
の
本
義
を「
人
情
世
態
に
通
ず
る
学
」と
も

設
定
し
た
。
翌
年
、
重
野
と
近
し
か
っ
た
久
米
は
論
文「
英
雄
は
公
衆
の
奴
隷
」27)

で
、
様
々
な
歴
史

的
事
例
か
ら
英
雄
を
支
え
る
公
衆
の
存
在
を
示
し
、
公
衆
の
優
位
を
説
い
た
。 

重
野
ら
は
過
度
に
物
語
性
を
忌
避
し
た
こ
と
で
も
有
名
だ
が
、
逍
遥
は
あ
く
ま
で
文
学
者
で
あ

る
。
し
か
し
彼
の
芸
術
理
論
は
、
勧
懲
や
英
雄
を
主
筋
と
す
る
活
歴
劇
の
歴
史
像
よ
り
も
、
重
野

や
久
米
の
歴
史
観
に
近
似
し
て
い
た
。
歴
史
上
の
人
物
を
英
雄
史
観
や
道
義
評
か
ら
離
れ
て
見
つ

め
、
そ
う
し
た
人
間
の
集
合
か
ら
な
る「
世
態
」を
描
こ
う
と
い
う
試
み
が
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
が

個
人
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
悲
劇
と
な
っ
て
い
く
様
を
文
学
的
に
描
く
の
が
、
逍
遥
の「
境
遇
悲
劇
」

で
あ
っ
た
。 

歴
史
芸
術
で
は
何
を
描
く
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
対
し
、
逍
遥
の
主
張
は「
我
が
邦
の
史
劇
」発

表
時
か
ら
変
質
し
て
い
る
。「
我
が
邦
の
史
劇
」で
は「
個
性
と
外
界
と
の
複
雑
霊
妙
な
る
関
係
を
描

破
す
る
は
第
一
、
根
幹
に
し
て
、
史
的
事
件
と
史
的
人
物
と
を
実
写
す
る
は
第
二
、
枝
葉
な
り
」と
、

歴
史
を
方
便
と
し
て
普
遍
的
な
人
間
社
会
を
描
写
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
の
に
対
し
、『
桐
一
葉
』

発
表
後
の
明
治
二
八
年
に
発
表
し
た「
歴
史
小
説
に
つ
き
て
」で
は「
歴
史
物
と
表
招
牌
掛
け
た
る

上
は
、
什
麼
生
歴
史
物
の
本
意
か
、
と
一
座
禅
し
て
考
へざ
る
べ
か
ら
ず
」「
歴
史
小
説
は
と
も
か
く

も
日
本
国
の
特
性
を
多
少
表
現
す
る
の
作
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
委
し
く
は
日
本
国
粋
も
し
く
は

日
本
国
風
と
い
ふ
も
の
を
現
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
」と
し
、
さ
ら
に
過
去
の
事
態
や
人
情
、
風
俗
に
は

そ
の
時
代
の
特
質
を
以
て
描
く
べ
き
だ
と
述
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
28)

。
こ
う
し
た
逍
遥
の
態
度
を

端
緒
と
し
て
、
高
山
樗
牛
と
の
間
に
起
こ
っ
た
歴
史
芸
術
に
関
す
る
一
連
の
論
争
29)

で
も
、
逍
遥
は

歴
史
を
重
視
し
、
芸
術
性
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
終
始
一
貫
し
た
持
論
を
展
開
、
史
実

に
依
拠
す
る
こ
と
を
説
い
た
。『
桐
一
葉
』執
筆
の
過
程
で
こ
う
し
た
意
識
の
変
化
が
起
こ
っ
た
よ
う

で
、
さ
ら
に
逍
遥
は『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』を
史
論
的
感
興
も
含
め
て
書
い
た
と
い
う
30)

。
明
治
三

〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
史
実
自
体
への
興
味
も
一
層
強
ま
り
31)

、
昭
和
七
年
の『
改
作 

桐
一
葉
』発

表
時
に
は「
淀
君
」を「
淀
の
方
」へ改
め
て
い
る
。 

た
だ
し
逍
遥
は
、
人
間
の
精
神
と
い
う
観
点
で
の
史
実
への
興
味
を『
桐
一
葉
』以
前
か
ら
抱
い
て

お
り
、
三
上
ら
の『
日
本
文
学
史
』
の
書
評
で
は
、
時
代
ご
と
の
人
び
と
の
心
性
に
関
す
る
描
写
が

不
足
し
て
い
る
と
評
し
た
32)

。
さ
ら
に
明
治
二
六
年
、
こ
の
頃
巻
き
起
こ
っ
た
歴
史
ブ
ー
ム
を
背
景

に
、
逍
遥
は
小
論
文「
史
論
四
派
」33)

を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
歴
史
叙
述
の
性
格
を
、
史
材
批
判
派

（考
証
派
）
、
西
洋
風
の
応
用
史
派
、
東
洋
風
の
応
用
史
派
、
文
学
的
史
家
に
分
類
し
、
次
の
よ
う

に
分
析
し
た
。
史
材
批
判
派
は
事
実
の
考
証
に
重
点
を
置
く
が
、
実
際
の
政
治
や
未
来
の
予
想
に

寄
与
せ
ず
、
効
果
の
面
に
乏
し
い
。
瑣
末
な
事
実
に
拘
泥
す
る
面
も
あ
り
、
神
速
軽
忽
な
き
ら
い
が

あ
る
。
西
洋
風
の
応
用
史
派
は
、
歴
史
を
経
世
に
役
立
て
る
こ
と
を
志
向
し
、
そ
の
た
め
思
索
を
重

視
し
て
お
り
、
考
証
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る
。
東
洋
風
の
応
用
史
派
は
さ
ら
に
教
化
用
史
論
派

と
国
粋
派
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
お
お
む
ね
国
粋
派
で
あ
り
な
が
ら
も
科
学
的
原
理
を
優
先
さ

せ
、
後
者
は
科
学
的
な
歴
史
を
拒
絶
し
て
儒
学
的
史
伝
主
義
を
重
視
し
、
伝
説
の「
抹
殺
」を
推
し

進
め
る
考
証
派
を
敵
視
す
る
。
文
学
的
史
家
は
西
洋
風
の
応
用
史
派
を
主
旨
と
し
つ
つ
、
考
証
派

に
も
接
近
す
る
。
史
伝
を
以
て
小
説
と
論
文
と
の「
ア
イ
ノ
コ
」を
目
指
し
、
事
実
だ
け
で
は
何
の
効

用
も
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
、
歴
史
に
芸
術
を
用
い
な
が
ら
多
旨
的
に
推
し
進
め
る
。 

文
学
的
史
家
の
具
体
例
と
し
て
逍
遥
は
雑
誌『
史
海
』を
挙
げ
て
い
る
。『
史
海
』は
、
文
学
資
料

や
絵
画
資
料
を
用
い
た
文
明
史
を
展
開
し
た
田
口
卯
吉
に
よ
っ
て
明
治
二
四
年
に
創
始
さ
れ
た
雑

誌
で
あ
る
。
翌
年
に
は
久
米
の
論
文「
神
道
は
祭
天
の
古
俗
」を
転
載
し
て
、
筆
禍
事
件
を
引
き
起

こ
し
た
。
逍
遥
の
文
章
か
ら
は『
史
海
』への
期
待
と
共
感
が
に
じ
ん
で
い
る
が
、
一
方
で
考
証
派
に
は

辛
辣
で
あ
る
。
考
証
派
の「
抹
殺
」は
、
重
野
が『
太
平
記
』
の
児
島
高
徳
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
上

の
有
名
人
物
の
存
在
を
否
定
し
た
こ
と
で
、「
抹
殺
博
士
」と
の
異
名
を
取
る
ま
で
に
紛
糾
し
た
騒

動
を
指
す
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
逍
遥
は
科
学
的
な
歴
史
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
重
野
ら
の

よ
う
に
事
実
の
考
証
の
み
に
拘
泥
す
る
歴
史
叙
述
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

逍
遥
は「
事
実
上
の
過
去
の
方
が
―
時
と
し
て
は
野
乗
伝
説
の
形
ち
で
伝
へ
ら
れ
た
の
で
さ
へ
も

―
小
作
家
が
生
む
空
想
上
の
過
去
よ
り
も
、
殆
ど
毎
に
、
ず
ツ
と
雄
大
で
も
あ
り
、
深
刻
で
も
あ

り
、
詩
的
で
も
あ
り
、
神
秘
的
で
も
あ
る
こ
と
を
感
じ
は
じ
め
た
」34)

と
語
っ
て
お
り
、
無
機
質
な
史

実
の
探
求
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
人
間
の
感
性
や
普
遍
性
を「
史
実
」が
物
語
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
た
。
実
際
、『
桐
一
葉
』で
描
か
れ
た
悲
劇
は
、
事
実
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
近
年
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
大
坂
の
陣
の「
真
」に
迫
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
歴
史
学
者
の
呉
座
勇

一
に
よ
れ
ば
、
実
証
史
学
は
英
雄
史
観
批
判
か
ら
出
発
し
た
た
め
、
人
物
史
と
の
相
性
が
悪
い
の
だ

と
い
う
35)

。
人
物
史
と
英
雄
史
観
を
同
一
視
す
る
こ
と
の
是
非
は
検
討
を
要
す
る
が
、
呉
座
の
指

摘
は
歴
史
学
の
動
向
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
視
座
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
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内
逍
遥
の
史
劇
再
考
―
―
淀
君
表
象
を
め
ぐ
る
史
学
と
文
学
の
綯
い
交
ぜ

英
雄
史
観
の
脱
却
を
企
図
し
な
が
ら
も
、
人
物
の
性
格
や
心
性
の
緻
密
な
描
写
に
こ
だ
わ
っ
た
逍

遥
は
、
重
野
や
久
米
と
は
違
う
、
演
劇
や
文
学
な
ら
で
は
の
歴
史
叙
述
を
提
示
し
た
の
だ
と
評
価

で
き
る
。 

(

二-

二)

、
逍
遥
の
活
歴
劇
批
判

英
雄
史
観
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
逍
遥
は
、
同
時
に「
境
遇
悲
劇
」を
企
図
し
、
人
物
の
性
格

に
よ
る
因
縁
因
果
を
構
想
し
た
。
こ
う
し
た
逍
遥
の
試
み
の
背
景
に
あ
っ
た
時
代
状
況
や
彼
の
経

歴
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
い
。 

明
治
五
年
、
演
劇
は
勧
懲
を
主
筋
と
す
る
こ
と
や
低
俗
な
描
写
を
省
く
こ
と
の
ほ
か
、
歴
史
上

の
人
物
の
変
名
を
止
め
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
歌
舞
伎
関
係
者
ら
に
な
さ
れ
36)

、
こ
れ
に
団
十
郎

ら
が
応
え
た
。
団
十
郎
は
、
実
際
の
会
話
や
仕
草
と
し
て
不
自
然
な
、
歌
舞
伎
の
伝
統
的
な
手
法

を
省
き
は
じ
め
、
時
代
物
に
も
そ
れ
を
応
用
、
学
海
ら
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
教
化
の
た
め
の
史
実

を
重
視
す
る
活
歴
劇
37)

を
作
り
上
げ
た
。
教
化
の
た
め
の
歴
史
と
史
実
尊
重
す
な
わ
ち「
活
歴
」の

風
潮
は
、
政
策
の
一
環
と
し
て
、
社
会
一
般
への
啓
蒙
を
目
的
と
し
て
興
隆
し
て
お
り
38)

、
こ
う
し
た

思
潮
を
背
景
に
活
歴
劇
を
一
部
の
知
識
階
級
が
支
持
し
た
。
そ
し
て
明
治
一
九
年
に
は
政
治
家
や

文
学
者
に
よ
る「
演
劇
改
良
会
」が
発
足
、
歌
舞
伎
の
女
形
や
チ
ョ
ボ
、
花
道
の
廃
止
が
提
唱
さ
れ

る
な
ど
、
よ
り
急
進
的
な
改
良
案
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
39)

。 

こ
の
よ
う
な
風
潮
を
、
逍
遥
は
批
判
し
た
40)

。
理
由
の
一
つ
に
は
極
端
な
欧
化
への
反
発
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。
大
正
六
年
の「
『
桐
一
葉
』執
筆
の
動
機
」に
よ
れ
ば
、「
境
遇
悲
劇
」を
描
く
に
は
、
草
双

紙
式
の
歌
舞
伎
の
形
式
が
使
え
る
と
考
え
、「
国
劇
式
」の
擁
護
も
心
中
に
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
41)

。 

し
か
し「
我
が
邦
の
史
劇
」を
読
む
か
ぎ
り
、
逍
遥
の
眼
目
は
史
実
の
重
視
に
よ
っ
て
歌
舞
伎
の
娯

楽
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
や
人
物
の
性
格
描
写
の
拙
さ
、
事
態
の
成
り
行
き
が
単
純
で
あ
る
こ
と

に
向
い
て
い
る
。
逍
遥
は
、
学
海
の
史
劇
は
史
実
重
視
の
割
に
人
物
の
性
格
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
福
地
桜
痴
の
史
劇
で
は
登
場
人
物
が
善
悪
の
型
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視

し
た
。
こ
う
し
た
問
題
を
克
服
す
る
た
め
、「
性
格
」の
描
写
に
よ
っ
て
人
間
の
普
遍
性
を
描
き
出
す

こ
と
を
、
新
し
い
史
劇
の
条
件
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
42)

。
逍
遥
は
そ
の
実
作
例
と
し
て『
桐
一
葉
』、

次
い
で『
牧
の
方
』
を
発
表
し
、
似
た
型
の
悪
女
で
あ
る
淀
君
と
牧
の
方
の
性
格
を
描
き
分
け
て
み

せ
た
。 

逍
遥
に
は「
性
格
」の
重
要
性
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
東
京
大
学
在
学
中
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
講
義
を
受
け
持
っ
た
英
国
人
教
師
ホ
ー
ト
ン
の「
王
妃

ガ
ー
ト
ル
ー
ド
の
性
格
を
論
ぜ
よ
」と
い
う
試
験
で
、「
性
格
（カ
ラ
ク
ト
ル
）」の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、

道
義
的
に
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
を
論
じ
て
し
ま
い
、
失
敗
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
反
省
か
ら
、
道
徳
規

範
に
寄
ら
な
い
個
人
の
あ
り
方
を
模
索
し
、
文
学
の
比
較
研
究
を
進
め
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・ス
コ
ッ
ト
や

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
研
究
に
邁
進
し
た
。
極
端
な
欧
化
への
反
発
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
逍
遥
は
当

初
、
欧
米
列
強
に
対
す
る
焦
燥
感
か
ら
こ
う
し
た
研
究
に
励
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
明
治
一
八
年
に『
小
説
神
髄
』を
発
表
し
、
政
治
や
道
徳
か
ら
解
き
放
た
れ
た
文
学
観
の
変
革

を
基
軸
に
、
近
代
的
な
写
実
主
義
文
学
の
理
論
を
説
く
に
至
っ
た
。「
性
格
」を
め
ぐ
る
逍
遥
の
問

題
意
識
は
、
日
本
の
近
代
化
を
模
索
す
る
う
え
で
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

三
、『
桐
一
葉
』『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』と
淀
君
像

(

三-

一)

、「
史
学
」と「
文
学
」の
ア
イ
ノ
コ 

で
は
、
逍
遥
は
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
淀
君
の「
性
格
」を
ど
の
よ
う
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

逍
遥
は『
桐
一
葉
』
の
執
筆
に
当
た
っ
て
膨
大
な
文
献
を
、
正
史
野
史
を
問
わ
ず
参
考
と
し
、
そ

の
一
部
を
例
示
し
て
い
る
43)

。『
豊
内
記
』44)

か
ら
は
、
淀
君
が
自
害
に
追
い
込
ま
れ
た
秀
次
を
夢
に

見
る
場
面
（「
母
北
方
夢
想
事
」）を
、『
桐
一
葉
』
第
二
段
、
淀
君
が
秀
次
ら
三
七
人
の
亡
霊
か
ら

逃
げ
惑
う
夢
の
場
面
に
引
用
し
た
と
推
測
で
き
る
。『
豊
内
記
』の
淀
君
は
、
悪
辣
な
人
物
と
し
て

は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
逍
遥
は
彼
女
の
夢
想
を
過
去
の
悪
行
に
よ
る
も
の
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。

『
桐
一
葉
』の
淀
君
は
、
秀
次
を
陥
れ
た
り
、
成
政
を
切
腹
に
追
い
込
ん
だ
り
、
と
か
く
謀
略
に
長
け

た
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。『
難
波
戦
記
』や
『
絵
本
太
閤
記
』に
み
ら
れ
る
、
黒
百
合
を
め
ぐ

る
北
政
所
と
の
確
執
45)

も
、『
桐
一
葉
』第
二
段
の
淀
君
の
台
詞「
…
千
蛇
が
池
の
名
産
と
、
世
に
珍

し
き
黒
百
合
の
、
其
の
花
競
べ
が
本
と
な
り
、
北
の
政
所
が
憎
し
み
う
け
、
…
」に
示
さ
れ
て
い
る
。

逍
遥
は
淀
君
の
醜
聞
を
載
せ
る『
明
良
洪
範
』も
参
考
に
し
て
お
り
、
淫
婦
と
し
て
の
淀
君
像
も
意

識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。『
桐
一
葉
』第
五
段
で
は
治
長
と
の
逢
瀬
、『
改
作 

桐
一
葉
』第
二
段
で

は
名
古
屋
山
三
を
寵
愛
す
る
姿
、『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』第
二
幕
に
も
錯
乱
し
て
三
成
を
呼
び
つ
け

る
様
子
46)

が
描
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
淀
君
の
性
格
描
写
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
悪
女
像
を
た
し

か
に
引
き
継
い
で
形
作
ら
れ
て
い
る
。 

逍
遥
は
淀
君
の
性
格
を
想
像
で
描
い
た
と
も
語
っ
た
47)

が
、
彼
の
描
き
出
し
た
淀
君
像
は
歴
史
学

的
知
見
に
よ
っ
て
も
補
強
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

逍
遥
は『
桐
一
葉
』を
執
筆
中
、
三
上
参
次
を
介
し
て
、
豊
臣
家
に
勤
務
し
て
い
た
医
師
曲
直
瀬

玄
朔
の『
医
学
天
正
記
』を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
48)

。
淀
君
の
異
常
な
精
神
状
態
は
、
こ
の
史
料
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内
逍
遥
の
史
劇
再
考
―
―
淀
君
表
象
を
め
ぐ
る
史
学
と
文
学
の
綯
い
交
ぜ

に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
歌
右
衛
門
が
演
じ
る
際
に
こ
れ
を「
ヒ
ス
テ

リ
ー
」す
な
わ
ち
精
神
病
と
理
解
し
、
逍
遥
も
そ
の
解
釈
に
同
意
し
た
。 

淀
君
の
姦
淫
に
つ
い
て
も
、
明
治
二
六
年
の『
史
学
普
及
雑
誌
』の
コ
ラ
ム
で
確
認
で
き
、
秀
頼
の

父
親
が
秀
吉
で
は
な
い
こ
と
や
、
淀
君
と
治
長
に
愛
人
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
49)

。

『
史
学
普
及
雑
誌
』は「
社
会
の
福
祉
」を
増
進
す
る
た
め
に
正
確
な
史
実
を
一
般
に
普
及
さ
せ
る

と
い
う
目
的
か
ら
京
都
で
発
刊
さ
れ
、
重
野
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
学
者
た
ち
が
寄
稿
す
る
雑
誌

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
三
上
と
と
も
に
の
ち
に
石
田
三
成
の
再
評
価
に
努
め
た
こ
と
で
も
有
名
な
渡
辺

世
祐
も
、
明
治
三
八
年
の
早
稲
田
大
学
史
学
科
で
は
、
三
成
と
淀
君
の
密
通
に
よ
っ
て
秀
頼
が
誕

生
し
た
と
ほ
の
め
か
し
、
二
人
の
共
謀
で
秀
次
が
陥
れ
ら
れ
た
と
講
義
し
て
い
た
50)

。
つ
ま
り
こ
の
間
、

淀
君
の
姦
淫
は「
史
実
」と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の「
史
実
」を
も
と
に
、
逍
遥
は
淀
君
の
性
格
を
想
像
で
補
完
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
際
の
論
理
過
程
は
、
彼
の
論
文「
悪
徳
の
解
剖
」51)

で
傍
証
で
き
る
。
逍
遥
は
こ
の
論
文
で
、
悪

徳
の
原
因
と
な
る
も
の
の
う
ち
、
小
さ
い
も
の
に
色
欲
と
精
神
病
を
挙
げ
て
お
り
、
ま
た
大
き
い
も

の
に
も
精
神
病
を
挙
げ
た
。
つ
ま
り
精
神
病
を
患
っ
て
い
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
か
つ
姦
淫
が「
史
実
」

と
さ
れ
て
い
た
淀
君
は
、
悪
徳
の
表
象
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
逍
遥
は
悪

を
三
大
別
し
、
偽
協
同
、
不
協
同
、
破
協
同
の
順
に
悪
の
強
度
が
増
す
と
し
、
不
協
同
と
破
協
同

は「
為
我
一
辺
」す
な
わ
ち
徹
底
的
な
利
己
主
義
に
起
因
す
る
と
分
析
し
た
。 

明
治
三
九
年
の『
都
新
聞
』で
、
逍
遥
は
淀
君
の
性
格
を「
拙
作
に
現
れ
た
淀
君
ハ
、
甚
だ
し
い
本

能
満
足
の
、
自
分
本
位
の
我
儘
も
の
で
、
信
長
の
血
筋
ら
し
い
癇
癪
持
で
、
そ
れ
で
非
常
に
目
が
鋭

く
て
人
の
腸
を
見
ぬ
く
力
が
あ
る
ゆ
え
、
智
慧
自
慢
で
、
邪
推
深
く
、
意
地
わ
る
く
、
随
分
手
ひ
ど

く
残
忍
な
閲
歴
は
あ
り
な
が
ら
、
曽
て
自
分
を
悪
い
と
ハ
思
つ
て
い
な
い
、
良
心
の
呵
責
は
蒙
っ
て
い

な
が
ら
、
自
分
で
ハ
只
外
部
か
ら
怨
霊
が
祟
つ
て
い
る
の
だ
と
ば
か
り
思
つ
て
、
決
し
て
自
分
を
責
め

咎
め
る
や
う
な
こ
と
ハ
な
い
」と
語
っ
て
い
る
52)

。 

本
当
は
良
心
の
呵
責
を
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
幻
覚
と
い
う
症
状
に
現
れ
て
も
、
ひ
た
す
ら
他

人
に
責
任
転
嫁
し
続
け
る
と
い
う
我
の
強
さ
は
、
抜
き
ん
で
た
悪
徳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
網

野
可
苗
は
、
淀
君
の
発
狂
は
徳
川
への
恨
み
に
よ
る
も
の
で
彼
女
の
行
い
への
報
い
と
し
て
描
か
れ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
論
じ
た
が
、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
淀
君
の
精
神
病
の
端
緒
は「
残
忍
な
閲
歴
」

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
我
の
強
さ
の
た
め
に
深
刻
化
す
る
。『
桐
一
葉
』で
は
秀
吉
の
危
機
を
淀
君
が

救
う
場
面
も
あ
る
が
、
こ
の
記
事
を
参
照
す
る
と
、
そ
れ
は
淀
君
の「
智
慧
自
慢
」に
よ
る
も
の
で
、

我
の
強
さ
の
表
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
逍
遥
は
、
実
在
の
淀
君
に
対
し
て
も
、
彼
女
の
荒
淫
は
我
の
強

さ
に
起
因
す
る
も
の
と
分
析
し
た
。
彼
は
、
秀
頼
す
ら
愛
し
て
お
ら
ず
、
治
長
は
じ
め
他
人
を
一

切
信
じ
な
い
、
気
高
く
利
己
主
義
一
点
張
り
の
淀
君
を
描
い
た
の
で
あ
る
53)

。
た
だ
し
逍
遥
は
、
悪

徳
の
場
合
も
淀
君
の
性
格
も
遺
伝
的
な
疾
病
（精
神
病
）に
よ
る
も
の
で
、
本
人
に
非
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
と
し
、
人
間
を
道
徳
規
範
か
ら
論
じ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う『
小
説
神
髄
』以
来
の
主
張

に
一
貫
性
を
持
た
せ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
そ
も
そ
も「
悪
徳
の
解
剖
」は
徳
育
の
実
践
を
問
題
提
起

と
し
て
書
か
れ
た
の
で
あ
り
、
悪
徳
の
原
因
を
精
神
病
と
遺
伝
に
求
め
る
結
論
は
や
や
強
引
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
黒
田
維
訓
も
指
摘
す
る
よ
う
に
54)

、
逍
遥
は
道
徳
を
強
く
内
面
化
し
な
が

ら
も
そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
葛
藤
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
学
海
も
ま
た
、『
桐
一
葉
』の

淀
君
を「
信
長
の
血
筋
」の
描
写
が
巧
み
で
あ
る
と
称
賛
し
た
55)

。
淀
君
が
織
田
信
長
の
姪
で
あ
る

と
い
う
明
白
な
史
実
も
ま
た
、
悪
辣
な
淀
君
像
の
根
拠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
逍
遥
は
、
こ
の
よ
う
な
淀
君
の
性
格
を
も
と
に
史
料
を「
解
釈
」し
た
。
冬
の
陣
直
前
に

淀
君
が
且
元
に
送
っ
た
と
さ
れ
る
書
状
の
写
し
は
、
明
治
二
七
年
に
歴
史
学
者
の
近
藤
瓶
城
が『
史

料
通
信
叢
誌
』で
紹
介
し
て
お
り
56)

、
逍
遥
は
こ
の
書
状
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ

る
。
書
状
の
主
な
内
容
は
、
且
元
に
対
す
る
信
頼
の
表
明
と
登
城
の
懇
願
、
誓
書
だ
が
、『
桐
一
葉
』

で
は
、
淀
君
が
且
元
を
お
び
き
出
す
た
め
に
甘
言
を
用
い
た
手
紙
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
逍
遥
は

現
存
す
る
史
料
も
用
い
な
が
ら
、
淀
君
の
奸
計
深
い
姿
を
描
き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
淀
君
が
悪
役
と
し
て
徹
底
し
た
強
さ
を
持
っ
た
女
性
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、『
沓
手
鳥
孤

城
落
月
』の
終
盤
、
第
二
幕
第
三
場「
糒
庫
」に
示
さ
れ
る
。「
糒
庫
」で
は
、
第
一
幕
で
侍
女
を
切
り

殺
し
て
も
一
応
の
平
静
を
取
り
繕
え
た
よ
う
な
淀
君
の
強
さ
が
覆
さ
れ
、
眼
前
に
迫
る
豊
臣
家
の

滅
亡
を
前
に
淀
君
は
発
狂
し
、
母
を
思
っ
て
涙
す
る
秀
頼
を
も
嘲
笑
す
る
。
そ
れ
ま
で
精
神
的
な

動
揺
が
あ
り
な
が
ら
も
気
高
く
君
臨
し
て
い
た
淀
君
の
発
狂
は「
情
け
な
い
姿
」57)

で
あ
り
、
秀
頼

を
降
伏
と
い
う
恥
辱
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に
追
い
詰
め
た
。
逍
遥
は
、
悪
女
淀
君
像
を「
我
の
強
さ
」

を
基
軸
に
近
代
的
に
再
解
釈
し
、
巧
み
に「
史
実
」や
史
料
を
絡
ま
せ
な
が
ら
、
悪
徳
の
人
物
と
し

て
描
い
た
。
し
か
し
彼
は
、
最
後
に「
情
け
な
い
姿
」す
な
わ
ち
弱
さ
を
付
与
し
て
、
複
雑
な
人
間
と

し
て
の
淀
君
の
性
格
を
描
写
し
た
の
で
あ
る
。 

(

三-

二)
、
複
雑
な
性
格
の
受
容

淀
君
の
描
写
自
体
は
、『
桐
一
葉
』発
表
当
初
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
が
58)

、『
沓
手
鳥
孤
城
落

月
』で
前
述
の
よ
う
な
逍
遥
の
試
み
は
見
事
に
結
実
し
た
と
い
え
る
。
少
し
時
代
を
経
る
が
、
明
治

四
五
年
の『
読
売
新
聞
』で
の
投
書
欄
、「
文
学
上
に
あ
ら
わ
れ
た
る
好
き
な
女
嫌
ひ
な
女
」で
は
、
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内
逍
遥
の
史
劇
再
考
―
―
淀
君
表
象
を
め
ぐ
る
史
学
と
文
学
の
綯
い
交
ぜ

好
き
な
女
と
し
て
淀
君
が
あ
げ
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
弱
さ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
59)

。
例
え
ば「
権
勢

と
美
貌
を
恃
み
て
何
物
を
も
圧
伏
し
よ
う
と
し
な
が
ら
も
一
面
に
於
て
包
み
切
れ
ぬ
女
性
の
弱
さ

を
暴
露
す
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
」と
い
っ
た
意
見
や
、
淀
君
の
痛
ま
し
い
姿
に
残
酷
味
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
と
い
っ
た
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
趣
味
か
ら
も
淀
君
が
好
ま
れ
て
い
る
。
総
評
に
挙
げ
ら

れ
る
女
性
た
ち
は
、
春
日
局
な
ど
歴
史
上
の
人
物
の
ほ
か
、
ノ
ラ
や
政
岡
な
ど
演
劇
に
登
場
す
る

人
物
が
多
く
、
言
及
さ
れ
て
い
る
淀
君
の
弱
さ
や
狂
乱
も「
糒
庫
」に
依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
総
評
に
よ
れ
ば
、
淀
君
は
嫌
い
な
女
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

逍
遥
の
淀
君
像
は
、
烈
婦
と
し
て
の
受
容
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

明
治
三
七
年
三
月
、
東
京
座
で『
桐
一
葉
』は
初
演
を
迎
え
た
。
前
月
に
勃
発
し
た
日
露
戦
争
の

影
響
で
、
他
の
座
が
戦
争
物
を
上
演
す
る
な
か
、
東
京
座
は
逍
遥
の
集
客
力
を
当
て
込
ん
で『
桐
一

葉
』を
上
演
し
、
興
行
を
成
功
さ
せ
た
。
し
か
し
上
演
さ
れ
た『
桐
一
葉
』を
見
て
、
逍
遥
は
ひ
ど
く

落
胆
し
、
そ
の
日
は
不
眠
に
陥
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば「
ど
こ
一
つ
泣
け
ず
に
手
に
汗
を
握
ら
す
る
見

せ
場
な
き
悪
作
」60)

で
あ
り
、
そ
の
後
東
京
座
で
の『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』上
演
を
承
諾
す
る
際
も
、

難
色
を
示
す
ほ
ど
だ
っ
た
61)

。 

こ
う
し
た
経
緯
は
あ
っ
た
も
の
の
、『
桐
一
葉
』と『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』は
上
演
の
度
に
興
行
で

当
た
り
を
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
初
の
逍
遥
の
意
図
を
外
れ
て

淀
君
が
主
人
公
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
の
は『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』

の
方
で
、
且
元
の
登
場
し
な
い「
糒
庫
」が
切
り
出
さ
れ
て
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
そ
れ

が
通
例
と
な
っ
て
い
る
62)

。『
桐
一
葉
』に
は『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』の
よ
う
な
顕
著
な
変
化
は
起
こ
ら

な
か
っ
た
が
、
且
元
の
存
在
感
の
薄
さ
は
劇
評
で
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
た
63)

。
脚
本
に
即
し
て
こ
の

要
因
を
考
察
し
て
み
た
い
。 

『
桐
一
葉
』第
二
段
に
、
秀
吉
主
催
の
醍
醐
の
花
見
を
楽
し
ん
で
い
た
淀
君
が
、
死
ん
だ
は
ず
の
秀

次
と
対
峙
し
、
突
然
そ
の
場
は
秀
次
の
妻
子
が
処
刑
さ
れ
た
畜
生
塚
に
変
わ
っ
て
、
彼
女
を
恨
む

人
び
と
に
追
わ
れ
る
と
い
う
悪
夢
の
場
面
が
あ
る
。
逍
遥
は
淀
君
の
夢
を
使
っ
て
、
秀
吉
存
命
中
の

豊
臣
家
の
栄
華
と
淀
君
の
悪
行
を
示
唆
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
淀
君
の
視
点
と
因
果
か
ら
豊

臣
家
の
没
落
が
説
明
さ
れ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
と
逍
遥
自
身
が
認

め
た
脚
本
の
欠
点
が
、
主
人
公
で
あ
る
は
ず
の
且
元
の
背
景
化
と
淀
君
の
前
景
化
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
し
て
歌
右
衛
門
が
お
家
芸
と
し
て
設
定
し
た「
淀
君
集
」の
作
品
群
に
は
、
逍
遥
が
描
き
出
し

た
淀
君
の「
我
の
強
さ
」に
変
容
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
岡
本
綺
堂
作『
大
坂
城
』

64)

は
、『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』と
舞
台
を
同
じ
大
坂
夏
の
陣
に
取
っ
て
お
り
、
淀
君
の
描
写
も
酷
似
し

て
い
る
。
し
か
し『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』の
淀
君
が
最
期
に
は
発
狂
し
て「
情
け
な
い
姿
」を
晒
す
の
に

対
し
、『
大
坂
城
』の
淀
君
は
、
全
て
を
呪
い
な
が
ら
来
年
の
夏
ま
で
に
は
家
康
を
も
死
に
招
い
て
み

せ
る
と
宣
言
し
、
怨
霊
に
な
る
こ
と
を
選
ぶ
。
逍
遥
の
弟
子
で
あ
る
松
居
松
翁
の『
淀
君
』65)

で
も
、

茶
々
は
秀
吉
に
嫁
ぐ
前
に
父
母
の
妄
執
を
晴
ら
す
た
め
に
豊
臣
家
を
呪
い
滅
ぼ
す
と
宣
言
す
る
。 

こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
最
期
ま
で
何
ら
か
の
目
的
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
主
体
的
な
淀
君
の
姿

が
描
か
れ
、
呪
い
と
い
う
超
人
的
な
怪
異
の
力
を
発
揮
す
る
ま
で
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
超
人
的
な
力
は
、
史
実
で
の
家
康
の
死
や
豊
臣
家
の
滅
亡
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に

松
居
松
翁
の『
淀
君
』で
は
、
父
母
の
妄
執
を
晴
ら
す
と
い
う
孝
行
心
が
茶
々
の
原
動
力
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
は
利
己
的
な
我
の
強
さ
と
い
う
よ
り
も
、
英
雄
的
な
意
志
の
強
さ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

逍
遥
の
描
き
出
し
た
複
雑
な
人
間
と
し
て
の
淀
君
は
、
上
演
が
繰
り
返
さ
れ
る
な
か
で
前
景
化
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
芸
術
理
念
と
は
裏
腹
に
、
淀
君
の「
我
の
強
さ
」は
超
人
的
な
意
志
の
強
さ
へ

と
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

お
わ
り
に

坪
内
逍
遥
の
史
劇
論
は
、
史
実
尊
重
と
英
雄
史
観
を
主
旨
と
す
る
活
歴
劇
への
不
満
か
ら
出
発

し
、
歌
舞
伎
の
芸
術
性
と
史
実
の
両
立
が
志
向
さ
れ
た
。
逍
遥
は
外
形
的
に
歌
舞
伎
の
演
出
を
残

し
つ
つ
も
英
雄
観
の
打
破
に
こ
だ
わ
り
、「
境
遇
悲
劇
」と
い
う
新
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
し
た
。
こ
う
し
た

逍
遥
の
歴
史
芸
術
観
は
、
当
時
の
歴
史
学
の
動
向
と
も
本
質
的
な
近
似
を
み
せ
て
お
り
、
彼
自
身

も
史
実
の
尊
重
を
説
く
よ
う
に
な
る
。
英
雄
史
観
を
脱
却
し
な
が
ら
、
人
物
を
緻
密
に
描
く
こ
と

が
逍
遥
の
歴
史
叙
述
で
あ
り
、
善
悪
ど
ち
ら
に
も
寄
ら
な
い
人
間
を
思
考
す
る
こ
と
は
、
近
代
化

を
模
索
す
る
う
え
で
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
思
考
を
背
景
に
、
逍
遥
は
江
戸
時
代
の
悪
女

像
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、「
我
の
強
さ
」で
再
解
釈
し
た
淀
君
を
描
き
、
そ
れ
は
当
時
の
歴
史
学
的

知
見
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
た
。
そ
し
て「
糒
庫
」で
は
、
淀
君
に
人
間
と
し
て
の
弱
さ
が
付
与
さ
れ
、

そ
れ
が
広
く
共
有
さ
れ
た
。
し
か
し
逍
遥
の
思
惑
を
外
れ
て
、
且
元
の
背
景
化
と
淀
君
の
主
人
公

化
が
起
こ
り
、
さ
ら
に
淀
君
の「
我
の
強
さ
」も
変
容
し
て
、
超
人
的
に
意
志
を
貫
く
淀
君
が
萌
芽

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

本
論
文
で
は
、
逍
遥
の
歴
史
芸
術
を
検
討
し
、
そ
の
淀
君
像
を
通
し
て
彼
の
史
劇
を
再
考
し
た
。

逍
遥
の
戯
曲
を
連
続
性
の
観
点
か
ら
分
析
し
、『
桐
一
葉
』の
蜻
蛉
と
大
坂
軍
記
物
の
時
姫
の
類
似

を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
真
田
幸
村
の
排
除
を
指
摘
し
、
逍
遥
に
よ
る
英
雄
史
観
の
打
破
を
考
察
し
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内
逍
遥
の
史
劇
再
考
―
―
淀
君
表
象
を
め
ぐ
る
史
学
と
文
学
の
綯
い
交
ぜ

た
。
ま
た
文
学
者
で
あ
る
逍
遥
の
歴
史
叙
述
に
対
す
る
問
題
意
識
を
整
理
し
、
そ
の
背
景
を
論
じ

た
。
そ
し
て
逍
遥
の
淀
君
に
江
戸
時
代
以
来
の
悪
女
像
が
温
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が「
史
実
」

に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
淀
君
が
悪
徳
の
表
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

さ
ら
に
逍
遥
の
史
劇
と
彼
の
描
く
淀
君
の
性
格
の
複
雑
さ
が
、
英
雄
的
な
淀
君
像
の
創
出
に
も
つ

な
が
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
本
論
文
で
述
べ
た
よ
う
な
逍
遥
の
史
劇
観
と
は
著
し

く
乖
離
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

た
だ
し
本
論
文
で
は
作
中
で
の
淀
君
の「
笑
い
」や
妾
と
い
う
立
場
に
関
し
て
十
分
に
検
討
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
、
逍
遥
の
史
劇
で
は
科
学
的
な
知
見
や
女
性
史
的
文
脈
が
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
も
研
究
を
深
め
た
い
。 

〔
注
〕 

１
）
本
論
文
で
は
、
初
稿
読
本
に
即
し
て
表
記
し
た
。
な
お
、
資
料
の
旧
字
は
な
る
べ
く
新
字
へ改

め
た
。
両
作
品
の
上
演
年
表
は
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集〈157

〉

桐
一
葉
』（国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
、
一
九
七
八
年
）、『
国
立
劇
場
上
演
資
料

集〈132

〉沓
手
鳥
孤
城
落
月
』（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
、
一
九
七
六
年
）を

参
照
。
ま
た
逍
遥
の
テ
キ
ス
ト
の
初
出
は
、
逍
遥
協
会
編『
坪
内
逍
遥
事
典
』
（
平
凡
社
、
一

九
八
六
年
）に
依
拠
し
た
。 

２
）『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』の「
糒
庫
」は
、
昭
和
九
年
に
は
動
画
撮
影
も
行
わ
れ
た
（『
桐
一
葉
』の

ラ
ジ
オ
放
送
と
も
に『
五
代
目
中
村
歌
右
衛
門
展
』（早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
二
〇
〇

〇
年
）か
ら
確
認
）。
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
は『
桐
一
葉
』が
日
本
兵
に
対
す
る
伝
単

に
使
用
さ
れ
た
（
一
ノ
瀬
俊
也『
宣
伝
謀
略
ビ
ラ
で
読
む
、
日
中
・
太
平
洋
戦
争
―
空
を
舞

う
紙
の
爆
弾「
伝
単
」図
録
』柏
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）。
戦
後
も
、
桑
田
忠
親
が『
淀
君
』で

『
桐
一
葉
』に
言
及
し
た
（桑
田
忠
親『
淀
君
』吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
一
五
六
頁
）。 

３
）
福
田
千
鶴『
淀
殿 

わ
れ
太
閤
の
妻
と
な
り
て
』ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
一
六-

二
一
頁
。 

４
）
網
野
可
苗「
秀
吉
と
女
性 

虚
像
編
」堀
新
、
井
上
泰
至
編『
秀
吉
の
虚
像
と
実
像
』笠
間
書

院
、
二
〇
一
六
年
、
一
九
二-

二
〇
六
頁
。
ま
た
飯
倉
洋
一
も
、「
淀
君
行
状
」
を『
絵
本
太

閤
記
』
の
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
怪
奇
的
で
異
彩
を
放
つ
説
話
と
し
、
そ
の
特
異
性
に
注
目
し

て
い
る
（飯
倉
洋
一「
『
絵
本
太
閤
記
』「
淀
君
行
状
」と『
唐
土
の
吉
野
』」『
語
文
』一
一
四
、

二
〇
二
〇
年
、
一-

一
二
頁
）。 

５
）
嶋
津
麻
穂「
明
治
末
期
の
戯
曲
と
歌
舞
伎
に
お
け
る
淀
君
表
象
の
変
容
―
坪
内
逍
遥
と
五

代
目
中
村
歌
右
衛
門
を
中
心
に
―
」『C

ore E
thics

』（一
九
）、
二
〇
二
三
年
、
九
九-

一
一

〇
頁
。 

６
）『
小
説
神
髄
』の「
小
説
の
裨
益
」で
は
、
冒
頭
に「
小
説
は
美
な
り
。
実
用
に
供
ふ
べ
き
も
の
に

あ
ら
ね
ば
、
其
実
益
を
あ
げ
つ
ら
は
む
こ
と
な
か
な
か
〱
に
曲
ご
と
な
る
べ
し
」と
あ
る
。 

７
）『
桐
一
葉
』初
演
の
前
年
、
五
代
目
芝
翫
は『
毒
饅
頭
清
正
』で
淀
君
を
演
じ
て
い
た
こ
と
が
、

伊
原
敏
郎
編『
歌
右
衛
門
自
伝
』（秋
豊
園
出
版
部
、
一
九
三
五
年
）
に
収
録
さ
れ
た
年
譜

か
ら
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
そ
の
演
技
に
対
す
る
反
響
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

８
）
鴎
外
に
つ
い
て
は『
め
さ
ま
し
草
』
（
明
治
二
九
年
二
月
）
の「
め
さ
ま
し
草
評
」
、
大
島
芳
材

「
坪
内
逍
遥
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ヤ(III. 

大
正
期
に
お
け
る
日
本
作
家
への
英
米
文
学
の
影
響)

」

（『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報. 

別
冊
』（四
）、
一
九
八
三
年
、
四
四-

五
四
頁
）、
金

智
慧『
歌
舞
伎
史
論 

懐
古
・改
良
・高
尚
化
』（思
文
閣
、
二
〇
二
三
年
）を
参
照
。 

９
）
日
高
只
一「
坪
内
博
士
の
史
劇
に
及
ぼ
し
た
るSH

A
K

E
SP

E
A

R
E

の
影
響
」『
英
文
学
研
究
』

一
六(

二)

、
一
九
三
六
年
、
二
五
七-

二
六
七
頁
。
本
間
久
雄「『
桐
一
葉
』新
論
」逍
遥
協
会

編『
坪
内
逍
遥
研
究
資
料 

第
一
集
』新
潮
社
、
一
九
六
九
年
。
中
村
完「「
我
が
邦
の
史
劇
」

と「
桐
一
葉
」: 

坪
内
逍
遥
の
演
劇
活
動
」『
成
城
大
学
紀
要
』(

一
四)

、
一
九
八
三
年
、
五
一

-

七
三
頁
。 

１０) 

「
我
が
邦
の
史
劇
」は
明
治
二
六
年
十
月
か
ら
翌
年
四
月
に
か
け
て『
早
稲
田
文
学
』に
発
表

さ
れ
た
。「
我
が
邦
の
史
劇
」逍
遥
協
会『
逍
遥
選
集 

第
七
巻
』第
一
書
房
、
一
九
七
六
年
、

三
八
三-

四
五
二
頁
。 

１１) 

「
我
が
邦
の
史
劇
」に
は「
黙
阿
弥
が
歴
史
的
写
実
の
筆
を
着
け
し
以
来
、
所
謂
活
歴
熱
は
月

に
年
に
嵩
じ
来
た
り
、
や
う
や
く
あ
ら
ぬ
か
た
へな
が
れ
ゆ
き
て
、
殆
ど
非
演
劇
的
傾
向
を

生
じ
、
専
ら
正
史
上
の
事
実
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
物
せ
ん
と
欲
し
」、「
あ
ま
り
に
非
詩
歌
的
、

散
文
的
に
し
て
、
史
劇
た
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
舞
台
を
考
古
的
博
覧
場
と
看
做
し
た
る
一

種
の
演
義
的
野
史
な
り
と
評
す
べ
し
」
と
あ
る
（
前
掲
註
１
０『
逍
遥
選
集 

第
七
巻
』
、
三

八
三-

三
九
六
頁
）。 

１２
） 

逍
遥
は
、『
小
説
神
髄
』の「
小
説
総
論
」で「
夫
れ
美
術
と
い
ふ
者
は
、
も
と
よ
り
実
用
の
技

に
あ
ら
ね
ば
、
只
管
人
の
心
目
を
娯
し
ま
し
め
て
其
妙
神
に
入
ら
ん
こ
と
を
其「
目
的
」
と

は
な
す
べ
き
筈
な
り
」と
論
じ
た
。 
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内
逍
遥
の
史
劇
再
考
―
―
淀
君
表
象
を
め
ぐ
る
史
学
と
文
学
の
綯
い
交
ぜ

１３
） 

大
橋
崇
行「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
時
代
劇
メ
デ
ィ
ア
と「
ポ
ッ
プ
・カ
ル
チ
ャ
ー
」の
境
界
を
歩
く
」コ

メ
ン
ト
」
大
石
学
・時
代
考
証
学
会
編『
戦
国
時
代
劇
メ
デ
ィ
ア
の
見
方
・
つ
く
り
方
』
勉
誠

社
、
二
〇
二
一
年
、
九
五-

一
一
〇
頁
。 

１４
） 

坪
内
逍
遥「
桐
一
葉 

序
」『
逍
遥
選
集 

第
一
巻
』春
陽
堂
、
一
九
二
六
年
、
一
八
一-

一
九

〇
頁
。
初
出
は「
帝
劇
上
演
の『
桐
一
葉
』に
就
き
て
」『
新
演
芸
』大
正
六
年
四
月
号
。
同
様

の
文
章
は「『
桐
一
葉
』創
作
の
由
来
」と
し
て
、
国
民
図
書
株
式
会
社
編『
現
代
戯
曲
全
集

第
一
巻
』国
民
図
書
、
一
九
二
五
年
）に
も
収
録
。 

１５
） 「
近
江
源
氏
先
陣
館
（盛
綱
陣
屋
）」（利
倉
幸
一
ほ
か
監
修『
名
作
歌
舞
伎
全
集 

第
五
巻
』

東
京
創
元
社
、
一
九
八
二
年
、
八
七-

一
一
三
頁
）と「
鎌
倉
三
代
記
（三
代
記
）」（同
、
一

一
五-

一
五
四
頁
）を
参
照
。
ほ
か
に
服
部
幸
雄
ほ
か
編『
歌
舞
伎
事
典
』（平
凡
社
、
二
〇

一
一
年
、
七
五-

七
六
頁
）も
参
照
。 

１６
） 

伊
原
青
々
園『
団
菊
以
後
』相
模
書
房
、
一
九
三
七
年
、
八
八-

九
二
頁
。 

１７
） 

明
治
二
八
年
二
月
、
新
富
座
で『
三
代
記
』の
時
姫
を
演
じ
て
い
る
。
安
部
豊
編『
魁
玉
歌
右

衛
門
』（
好
文
社
、
一
九
三
六
年
）
の
巻
末「
五
世
中
村
歌
右
衛
門
年
表
」を
参
照
。『
桐
一

葉
』初
演
は
明
治
三
七
年
。 

１８
） 

幸
村
と
楠
木
正
成
の
類
似
は
、
片
山
杜
秀『
尊
王
攘
夷 
水
戸
学
の
四
百
年
』（新
潮
社
、
二

〇
二
一
年
、
一
六
一
頁
）や
呉
座
勇
一『
戦
国
武
将
、
虚
像
と  

実
像
』（KA

D
O

K
A

W
A

、

二
〇
二
二
年
、
二
一
九
頁
）で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

１９
） 「
桐
一
葉 

序
」前
掲
註
１
４
、
一
八
一-

一
八
二
頁
。 

２０
） 

坪
内
逍
遥「
樗
牛
と
の
論
争
」『
逍
遥
劇
談
』天
佑
社
、
一
九
一
九
年
、
八
九-
九
五
頁
。
な

お
逍
遥
の
回
想
に
は
、
史
実
に
対
す
る
考
え
が
動
揺
し
始
め
た
の
は
明
治
三
〇
年
代
後
半

と
あ
る
が
、
本
論
文
の
第
三
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
明
治
二
〇
年
代
後
半
か

ら
変
化
が
み
ら
れ
る
。
逍
遥
が
明
治
三
〇
年
代
後
半
を
転
換
期
と
し
て
い
る
の
は
、
明
治

三
六
年
の
団
十
郎
逝
去
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
逍
遥
は
団
十

郎
の
演
技
を
、「
社
会
国
家
の
経
営
に
適
し
た
る
ら
し
き
大
き
な
人
物
」「
時
の
理
想
的
成

功
者
」を
、「
大
ま
か
」に「
自
然
」に「
真
摯
」
に
演
じ
た
も
の
と
回
想
し
て
い
る
（坪
内
逍
遥

「
九
世
団
十
郎
」『
逍
遥
選
集
』
第
一
書
房
、
一
九
七
七
年
。
初
出
は『
太
陽
』
大
正
元
年
九

月
）。
団
十
郎
の
肚
芸
に
関
し
て
は
、
神
山
彰「
脚
本
に
お
け
る「
概
念
」と「
性
格
」―
九
代

目
団
十
郎･

学
海･

逍
遙
―
」（『
文
芸
研
究
』（五
六
）、
一
九
八
七
年
、
一
一
九-

一
三
八
頁
）

や
笹
山
敬
輔「
九
代
目
市
川
団
十
郎
の「
肚
」と「
顔
」」（『
文
学
研
究
論
集
』（二
四
）、
二
〇

〇
六
年
、
五
一-

七
二
頁
）を
参
照
。 

２１
） 

頼
山
陽
著
、
頼
成
一
・頼
惟
勤
訳『
日
本
外
史
』岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
、
一
七
九-

一
八

〇
頁
。 

２２
） 

前
掲
註
８
、
金
智
慧
、
八
一-

八
六
頁
、
一
七
〇-

一
七
一
頁
。
ま
た
金
は『
桐
一
葉
』
に
お

け
る「
型
」の
破
壊
に
つ
い
て
も
考
察
し
（同
、
一
六
一-

一
九
五
頁
）、
石
川
貞
政
の
描
写
に

つ
い
て
は「
旧
劇
」の
影
響
を
残
す
も
の
と
し
て
い
る
。
本
論
文
で
示
し
た
歌
舞
伎
の
演
出
の

保
持
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
逍
遥
は「
旧
劇
」の
様
式
を
あ
え
て
残
し
た
う
え
で
、

人
物
の
複
雑
さ
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
貞
政
の
描
写
も
そ
の
創
意
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
論
文
で
時
姫
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
た
蜻
蛉
に
も
、
金
が
指

摘
す
る
よ
う
に「
型
」の
破
壊
が
試
み
ら
れ
、
武
家
の
娘
ら
し
か
ら
ぬ
軽
薄
さ
が
付
与
さ
れ

る
な
ど
の
転
倒
が
仕
掛
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。 

２３
） 『
都
新
聞
』第
五
七
六
七
号「「
桐
一
葉
」の
役
々
（坪
内
博
士
の
談
話
）」（明
治
三
七
年
二
月

一
七
日
）。 

２４
） 

坪
内
雄
蔵「「
沓
手
鳥
孤
城
落
月
」
と
歴
史
的
事
実
の
関
係
」『
文
芸
瑣
談
』春
陽
堂
、
一
九

〇
七
年
、
一
八
六-

一
九
八
頁
。
初
出
は『
早
稲
田
文
学
』（四
）、
明
治
三
九
年
四
月
。 

２５
） 

兵
藤
裕
己「
歴
史
研
究
に
お
け
る「
近
代
」の
成
立:

文
学
と
史
学
の
あ
い
だ
」（『
成
城
國
文

學
論
集
』（二
五
）、
一
九
九
七
年
、
二
五
五-

二
八
〇
頁
）は
史
学
改
良
と
文
学
改
良
の
共

通
性
に
軽
く
言
及
し
た
。
山
口
道
弘
「
三
上
参
次
と
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
成
立
」

（『
法
政
研
究
』八
六(

四)

、
二
〇
二
〇
年
、
二
八
九-

三
五
四
頁
）は
三
上
参
次
の
思
想
を

分
析
す
る
た
め
に
、『
小
説
神
髄
』と
重
野
や
久
米
の
歴
史
理
論
の
本
質
的
な
共
通
性
を
検

討
し
て
い
る
。
な
お
、
史
学
史
に
つ
い
て
は
、
岩
井
忠
熊「
日
本
近
代
史
学
の
形
成
」（『
岩
波

講
座
日
本
歴
史
別
巻
一
』岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）、
桂
島
宣
弘『
思
想
史
で
読
む
史
学

概
論
』（文
理
閣
、
二
〇
一
九
年
）、
松
沢
裕
作『
重
野
安
繹
と
久
米
邦
武
』（山
川
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）な
ど
を
参
照
。 

２６
） 

史
学
会
編『
史
学
会
論
叢 

第1

輯
』富
山
房
、
一
九
〇
四
年
、
一-

四
頁
。 

２７
） 

同
前
、
八
五-

九
一
頁
。 

２８
） 

坪
内
逍
遥「
我
が
邦
の
史
劇
」、
前
掲
註
１
０『
逍
遥
選
集 

第
七
巻
』、
三
九
〇
頁
。
坪
内
逍

遥「
歴
史
小
説
に
つ
き
て
」同
書
、
一
九
七
七
年
、
三
七
三-

三
八
二
頁
。
初
出
は『
読
売
新

聞
』、
明
治
二
八
年
十
月
七
日
。
な
お
、
歴
史
小
説
と
歴
史
劇
は
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
だ
が
、

石
田
忠
彦
は
逍
遥
を
文
学
と
演
劇
を
包
括
し
た
芸
術
理
論
を
志
向
し
た
人
物
と
位
置
付

け
て
お
り
（
石
田
忠
彦『
坪
内
逍
遥
研
究
』
九
州
大
学
出
版
、
一
九
九
八
年
）
、
神
山
彰
も

ま
た『
小
説
神
髄
』の
、
演
劇
理
論
の
側
面
に
言
及
し
て
い
る
（神
山
彰『
近
代
演
劇
の
来
歴
』

森
話
社
、
二
〇
〇
六
年
）。
こ
う
し
た
視
座
を
援
用
し
て
、「
歴
史
小
説
に
つ
き
て
」を
史
劇
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内
逍
遥
の
史
劇
再
考
―
―
淀
君
表
象
を
め
ぐ
る
史
学
と
文
学
の
綯
い
交
ぜ

理
論
に
応
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。 

２９
） 

逍
遥
の
テ
キ
ス
ト
の
ほ
か
、
佐
渡
谷
重
信『
坪
内
逍
遥
―
伝
統
主
義
者
の
構
図
―
』（明
治
書

院
、
一
九
八
三
年
）や
谷
沢
永
一『
文
豪
た
ち
の
大
喧
嘩
―
鴎
外
・逍
遙
・樗
牛
』（新
潮
社
、

二
〇
〇
三
年
）を
参
照
。 

３０
） 「
沓
手
鳥
孤
城
落
月
と
歴
史
的
事
実
と
の
関
係
」前
掲
註
２
４
、
一
九
四-

一
九
五
頁
。 

３１
） 

坪
内
逍
遥「
樗
牛
と
の
論
争
」前
掲
註
２
０『
逍
遥
劇
談
』、
八
九-

九
五
頁
。 

３２
） 

坪
内
逍
遥「
三
上
・高
津
両
博
士
合
著「
日
本
文
学
史
」上
・下
巻
」『
小
羊
漫
言
』有
斐
閣
、

一
八
九
三
年
、
一
〇
四-

一
一
一
頁
。
初
出
は『
読
売
新
聞
』、
明
治
二
三
年
十
一
月
一
四

～
三
〇
日
。 

３３
） 

坪
内
逍
遥「
史
論
四
派
」『
文
学
そ
の
折
々
』春
陽
堂
、
一
八
九
六
年
、
三
八
九-

三
九
五
頁
。

初
出
は『
早
稲
田
文
学
』三
五
、
明
治
二
六
年
三
月
十
日
。 

３４
） 

坪
内
逍
遥「
樗
牛
と
の
論
争
」前
掲
註
２
０『
逍
遥
劇
談
』、
九
〇
頁
。 

３５
） 

呉
座
勇
一〈
エ
ッ
セ
イ
〉「
共
感
の
人
物
史
」『
日
文
研
』五
六
、
二
〇
一
六
年
、
一
九-

二
四
頁
。 

３６
） 

江
戸
時
代
中
は
家
康
存
命
中
以
降
の
人
物
に
は
変
名
を
用
い
た
。
明
治
五
年
一
月
中
村
座

で
の『
梅
兄
弟
浪
花
扇
記
』で
は
、
家
康
以
外
は
実
名
で
の
上
演
と
な
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の

経
緯
は
倉
田
喜
弘
の
研
究
に
詳
し
い
。『
近
代
思
想
大
系 

芸
能
』（岩
波
書
店
、
一
九
八
八

年
）
、『
芸
能
の
文
明
開
化 

明
治
国
家
と
芸
能
近
代
化
』（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）な
ど

を
参
照
。 

３７
） 

（「
活
歴
」は
、
明
治
十
一
年
六
月
八
日
付『
か
な
よ
み
』で
の
仮
名
垣
魯
文
の
造
語
と
さ
れ

る
が
、
小
櫃
万
津
男『
日
本
演
劇
理
念
史 

明
治
前
篇
』（白
水
社
、
一
九
八
八
年
）に
よ
れ

ば
、
明
治
五
年
四
月
十
三
日
付
の『
東
京
日
日
新
聞
』に
使
用
例
が
あ
る
。 

３８
） 『
読
売
新
聞
』（明
治
九
年
四
月
十
八
日
朝
刊
）の
投
書
欄
に
は
、
変
名
を
用
い
た
草
双
紙
の

破
却
を
求
め
る
意
見
が
確
認
で
き
る
。 

３９
） 

兵
藤
裕
己『
演
じ
ら
れ
た
近
代 

〈
国
民
〉の
身
体
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』岩
波
書
店
、
二
〇
〇

五
年
、
五
二-

五
六
頁
。 

４０
） 

同
前
、
五
六-

六
六
頁
。
逍
遥
は
、
明
治
十
九
年
に「
演
劇
改
良
会
」批
判
や
黙
阿
弥
に
向

け
て
戯
曲
の
改
良
を
求
め
た
が
、
自
筆
の「
逍
遥
年
譜
」に
よ
れ
ば
、
明
治
二
一
年
か
ら「
演

劇
改
良
事
業
に
志
す
」こ
と
に
し
た
と
い
う
（前
掲
註
１『
坪
内
逍
遥
事
典
』、
一
一
八
頁
）。 

４１
） 

坪
内
逍
遥「
「
桐
一
葉
」執
筆
の
動
機
」、
前
掲
註
１『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集〈157

〉桐
一

葉
』、
一
〇-

一
二
頁
。
初
出
は『
新
演
芸
』大
正
六
年
五
月
。 

４２
） 

逍
遥
は『
桐
一
葉
』発
表
後
も
、
団
十
郎
演
じ
る
主
人
公
だ
け
に
光
が
当
た
り
、
他
の
登
場

人
物
の
描
写
が「
輪
郭
」に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
写
実
への
こ
だ
わ
り
が
、
人
物
の
表
現

を
損
な
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
（坪
内
雄
蔵「『
増
補
桃
山
譚
』と
市
川
団
十
郎
」『
梨
園

の
落
葉
』春
陽
堂
、
一
八
九
六
年
、
三
六
一-

三
七
三
頁
。
初
出
は『
早
稲
田
文
学
』明
治
二

八
年
二
月
）。 

４３
） 

具
体
的
に
は
、「「
難
波
戦
記
」、「
大
坂
軍
記
」流
の
も
の
、「
慶
元
記
」「
明
良
洪
範
」の
や
う

な
も
の
、
又
は「
豊
内
記
」「
片
桐
秘
記
」の
や
う
な
も
の
…
小
宮
山
南
梁
氏
の「
徳
川
太
平

記
」…「
山
本
日
記
」…「
藩
翰
譜
」…「
太
閤
記
」「
豊
臣
閨
閤
伝
」な
ど
と
い
ふ
俗
書
、
小
説
」

と
言
及
さ
れ
て
い
る
（「
「
沓
手
鳥
孤
城
落
月
」
と
歴
史
的
事
実
の
関
係
」
前
掲
註
２
４
、
一

八
六-

一
九
八
頁
）。 

４４
） 

近
藤
瓶
城『
史
籍
集
覧
第
十
三
冊
』近
藤
出
版
部
、
一
九
〇
六
年
、
四
四
九-

五
三
九
頁
。 

４５
） 

佐
々
成
政
が
北
政
所
に
献
上
し
た
黒
百
合
を
め
ぐ
っ
て
淀
君
と
の
対
立
が
激
化
し
、
佐
々

成
政
が
処
罰
さ
れ
た
と
す
る
逸
話
。 

４６
） 

『
都
新
聞
』第
六
四
九
〇
号「
沓
手
鳥
孤
城
落
月
に
就
き
て
（
中
）」
（
明
治
三
九
年
三
月
一

五
日
）で
、
逍
遥
は
三
成
と
淀
君
の
密
通
に
つ
い
て
も
語
っ
た
。 

４７
） 

「
沓
手
鳥
孤
城
落
月
」と
歴
史
的
事
実
の
関
係
」前
掲
註
２
４
、
一
九
七
頁
。 

４８
） 

同
前
、
一
八
六-

一
九
八
頁
。 

４９
） 

「
豊
臣
氏
は
秀
吉
在
世
中
に
早
く
已
に
子
孫
を
絶
せ
り
」『
史
学
普
及
雑
誌 

第
一
四
号
』、

一
九
八
三
年
十
月
、
二
二
頁
。
な
お
、『
史
学
普
及
雑
誌
』の
発
行
緒
言
に
は
、「
確
実
正
大
」

な「
歴
史
学
説
」に
よ
っ
て「
日
本
人
民
一
般
の
史
学
思
想
を
養
成
す
る
を
第
一
の
目
的
」と

す
る
と
あ
る
。
初
号
の
祝
辞
に
は
重
野
や
井
上
頼
国
が
寄
稿
し
た
。 

５０
） 

渡
辺
世
佑
述『
安
土
桃
山
時
代
史(

早
稲
田
大
学
卅
七
年
度
史
学
科
第
二
学
年
講
義
録) 

』

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
〇
五
年
、
六
三
五-

六
三
八
頁
。
渡
辺
は
そ
の
後
も
同
様
の
講

義
を
し
て
い
た
よ
う
だ
が
（渡
辺
世
佑
述『
安
土
桃
山
時
代
史 (

早
稲
田
大
学
卅
八
年
度
歴

史
地
理
科
第
二
学
年
講
義
録) 

』早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
〇
七
年
、
五
〇
五-

五
〇

八
頁
）
、
こ
の
講
義
を
も
と
に
出
版
し
た
と
思
わ
れ
る
大
正
五
年
の『
安
土
桃
山
時
代
史

増
補
訂
正
』
（
早
稲
田
大
学
大
版
部
、
一
九
一
六
年
）で
は
、
秀
頼
の
出
生
の
疑
惑
に
は
言

及
し
て
い
な
い
。
ま
た
大
正
十
五
年
の『
日
本
時
代
史 

第
八
巻
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
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内
逍
遥
の
史
劇
再
考
―
―
淀
君
表
象
を
め
ぐ
る
史
学
と
文
学
の
綯
い
交
ぜ

一
九
二
六
年
）で
は
、
豊
臣
家
内
で
の
淀
君
の
権
力
を
否
定
し
て
い
る
。 

５１
） 

坪
内
逍
遥「
悪
徳
の
解
剖
」『
倫
理
ト
文
学
』富
山
房
、
一
九
〇
八
年
、
二
〇-

二
四
一
頁
。 

５２
） 

『
都
新
聞
』第
六
四
九
〇
号「
沓
手
鳥
孤
城
落
月
に
就
き
て
（
中
）」
（
明
治
三
九
年
三
月
一

五
日
）。
記
事
タ
イ
ト
ル
は「
沓
手
鳥
孤
城
落
月
に
就
き
て
」で
あ
る
が
、
淀
君
が
秀
次
の
怨

霊
を
見
る
理
由
も
解
説
し
て
お
り
、『
桐
一
葉
』『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』両
作
品
で
の
淀
君
の

性
格
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

５３
） 

「
牧
の
方
」に
就
い
て
（都
新
聞
の
記
者
に
語
る
）」前
掲
註
２
４
、
一
七
四-

一
七
九
頁
。
初
出

は『
都
新
聞
』明
治
三
八
年
四
月
。 

５４
） 

黒
田
維
訓「
史
劇
作
者
と
し
て
の
逍
遥
Ⅰ
」『
流
通
經
濟
論
集 4

』(3)

、
一
九
六
九
年
、
七
四

-

七
九
頁
。 

５５
） 

依
田
学
海「
桐
一
葉
の
評
」で
は
、「
淀
君
の
性
質
を
写
さ
れ
た
る
ハ
。
さ
す
が
に
作
者
の
慧

眼
炬
の
如
く
。
実
に
そ
の
我
慢
急
性
に
し
て
父
信
長
の
性
を
う
け
つ
ぎ
し
女
性
と
見
え
て
。
」

と
あ
る
。 

５６
） 

近
藤
瓶
城
編『
史
料
通
信
叢
誌 

第
二
編
』史
料
通
信
協
会
、
一
八
九
四
年
、
四
六-

五
一

頁
。
こ
の
史
料
集
は
明
治
二
七
年
二
月
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、『
桐
一
葉
』は
明
治
二
七
年

十
一
月
か
ら
の
連
載
で
あ
る
。
奥
付
に
は
内
務
省
の
許
可
を
受
け
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

お
り
、
一
般
に
流
通
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

５７
） 

『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』第
二
幕
、
淀
君
の
発
狂
を
見
た
氏
家
行
広
は「
お
情
け
な
き
御
ン
有

様
」
と
言
い
、
秀
頼
は
母
の
痛
ま
し
い
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
徳
川
への
降
参
と
い
う
屈

辱
に
甘
ん
ず
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
秀
頼
に
つ
い
て
は『
都
新
聞
』第
六
四
九
一
号「
沓
手
鳥

孤
城
落
月
に
就
き
て
（下
）」（明
治
三
九
年
三
月
一
六
日
）を
参
照
。 

５８
） 

且
元
の
性
格
描
写
に
批
判
が
集
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
淀
君
の
性
格
描
写
は
発
表
当
初
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
た
。
依
田
学
海「
桐
一
葉
の
評
」（『
読
売
新
聞
』に
て
明
治
二
八
年
十
月
一

四
日
、
二
〇
日
、
二
四
日
、
二
六
日
、
二
八
日
、
二
九
日
、
三
〇
日
）、
上
田
敏「
桐
一
葉
を

読
み
て
」
（『
読
売
新
聞
』
に
て
明
治
二
八
年
十
一
月
四
日
、
一
一
日
、
一
八
日
）
、
森
鴎
外

（匿
名
）「
め
さ
ま
し
草
評
」（『
め
さ
ま
し
草
』明
治
二
九
年
二
月
）、
高
山
樗
牛
（匿
名
）「
春

の
家
が『
桐
一
葉
』を
読
み
て
」
（『
太
陽
』
明
治
二
九
年
三
月
、
四
月
）な
ど
が
あ
る
。
梅
沢

宣
夫「
坪
内
逍
遙
作『
桐
一
葉
』の
研
究
史
―
明
治
期
を
中
心
に
」（『「
日
欧
・日
亜
比
較
演

劇
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」成
果
報
告
集
』、
二
〇
〇
八
年
、
一-

四
頁
）を
参
考
に
し
た
。 

５９
） 

『
読
売
新
聞
』で
明
治
四
五
年
五
月
頃
に
企
画
さ
れ
、
六
月
二
九
日
の
朝
刊
に
総
評
が
載
っ

た
。
本
文
中
で
紹
介
し
た
投
書
は
、
二
日
朝
刊
に
小
説
家
田
口
掬
汀
の
名
で
投
稿
さ
れ
た

も
の
と
、
二
〇
日
朝
刊
に
小
説
家
の
薄
田
斬
雲
の
名
で
投
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

６０
） 

坪
内
逍
遥「
舞
台
に
上
れ
る『
桐
一
葉
』に
つ
き
て
」、
前
掲
註
１『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集

〈157

〉桐
一
葉
』、
一
二-

一
六
頁
。
初
出
は『
歌
舞
伎
』四
八
号
、
明
治
三
八
年
四
月
。 

６１
） 

逍
遥「
「
孤
城
落
月
」に
つ
い
て
」（前
掲
註
２
４
、
一
九
六-

二
〇
三
頁
。
初
出
は『
歌
舞
伎
』

七
二
号
、
明
治
三
九
年
四
月
）に
よ
る
と
、
上
演
を
一
度
は
断
ろ
う
と
し
て
い
た
ら
し
い
。 

６２
） 

『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』の
上
演
年
表
（
前
掲
註
１『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集〈132

〉沓
手
鳥

孤
城
落
月
』、
一-

四
頁
）を
見
る
限
り
、
大
正
期
か
ら
こ
の
傾
向
が
出
始
め
、
昭
和
期
に
入

る
と
且
元
の
出
番
は
ほ
ぼ
無
く
な
る
。
戦
後
に
は
一
度
だ
け
全
幕
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。 

６３
） 

上
演
さ
れ
た『
桐
一
葉
』
に
つ
い
て
は
、
徳
田
秋
声「
「
桐
一
葉
」
の
印
象
―
大
正
八
年
十
月

歌
舞
伎
座
所
演
―
」（前
掲
註
１『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集〈157

〉桐
一
葉
』、
九
三-

九
五

頁
。
初
出
は『
演
芸
画
報
』大
正
八
年
十
一
月
号
）や「
芝
居
合
評
会「
桐
一
葉
」―
大
正
八

年
十
月
歌
舞
伎
座
所
演
―
」（同
、
六
八-

七
二
頁
。
初
出
は『
新
演
芸
』大
正
八
年
十
一
月

号
）で
指
摘
さ
れ
た
。『
沓
手
鳥
孤
城
落
月
』
に
対
し
て
も
小
山
内
撫
子
・
吉
田
白
甲「
「
孤

城
落
月
」脚
本
評
」（前
掲
註
１『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集〈132

〉沓
手
鳥
孤
城
落
月
』、
六

一-

六
五
頁
。
初
出
は『
歌
舞
伎
』七
二
号
、
明
治
三
九
年
四
月
）で
指
摘
さ
れ
た
。 

６４
） 

岡
本
綺
堂「
大
坂
城
」『
綺
堂
戯
曲
集 

第
五
巻
』春
陽
堂
、
一
九
二
五
年
、
一-

四
〇
頁
。 

６５
） 

松
居
松
翁「
淀
君
と
三
成
」松
居
松
葉
、
高
安
月
郊
、
山
崎
紫
紅
、
伊
原
青
々
園
、
岡
鬼
太

郎『
現
代
戯
曲
全
集 

第
三
巻
』国
民
図
書
、
一
九
二
五
年
、
一
七-

四
八
頁
。
題
名
は『
淀

君
と
三
成
』だ
が
、『
淀
君
』と
同
内
容
で
あ
る
。 
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